
中学１年 教科／科目 時間数 2

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

・歌詞の内容から、本
校の学び・目標をよく
理解している

A2 B2 C2:Critical

・歌詞の内容を理解
し、歌詞が表現してい
ることを想像すること
ができる

・愛着を持って校歌を
歌うことができる

A1 B1 C1:Logical
・メロディー・歌詞を覚えて
いる
・歌唱の際の正しい姿勢、
美しい発声を理解してい
る

・歌詞の内容の分析をして
いる
・正しい姿勢・美しい発声
で演奏することができる

・表現する意欲を持
ち、それが演奏に繋
がっている

基礎 応用 思考力

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 音楽

校歌 使用教材

１学期

・歌詞の内容を読み解き、本校の学び・目標について理解する
・愛校心を高める 校歌楽譜・iPad

評価規準 単元内容

◎歌詞の内容を読み解き、本校の学び・目標について理解する
◎歌詞の内容にふさわしい写真もしくは動画を撮影し、クラスで１つミュー
ジックビデオを作成する

課題予定
・歌唱テスト
・歌詞のミニテスト
・写真もしくは動画撮影

〈留意点・評価〉

・歌詞の理解度
・ミュージックビデオ作成の取り組み姿勢



中学１年 教科／科目 時間数 2

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

ソネットに描かれた情
景を想像しながら楽曲
を聴くことができる。

ソネットと音楽との関
わりについて説明する
ことができ、楽曲のよ
さや美しさを味わって
聴くことができる。

A2 B2 C2:Critical

・リトルネッロ形式を理
解する。
・ソネットの内容を把握
する。

楽曲を聴いて、リトル
ネッロ部とエピソード
部を判別することがで
きる。

リトルネッロ形式がも
たらす効果について考
え、形式を楽曲のよさ
として味わうことがで
きる。

A1 B1 C1:Logical

作曲家と時代、協奏曲
について理解する。
各楽器の音色の特徴
を理解する。

作曲家の作風、バロック時
代の社会背景と作曲技
法、協奏曲の特徴を認識
意識できる。
楽器の音色と楽曲の関わ
りを意識できる。

時代背景と楽曲の構成の関
わりを結びつけることができ
る。
楽器の音色と楽曲の関わりに
関して自身の意見を持ち説明
することができる。

基礎 応用 思考力

〈留意点・評価〉

・音楽のハーモニー・ワークシートへの取り組み

評価規準 単元内容

１．作曲者　A．ヴィヴァルディ（1678-1741 バロック時代）
２．楽曲について
◎ヴァイオリン協奏曲
　協奏曲(コンチェルト)
　　…独奏楽器とオーケストラのための多楽章形式の楽曲。
◎ソネットという短い形の詩が付けられ、春の様子を表している。
◎リトルネッロ形式
　バロック時代に多く用いられた形式。楽曲の柱となるリトルネッロ部と楽曲の柱と柱の間を少
人数で演奏するエピソード部からなる。

課題予定
・音楽のハーモニー（副教材）
・ワークシートの記入（授業内）

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

・旋律やテクスチュア、強弱などから独奏ヴァイオリンと合奏による表現を聴き取る
・ソネットと音楽との関わりや、音楽の形式を理解して鑑賞する 教育芸術社　中学生の音楽１

学年／コース 音楽

　鑑賞　『春　第１楽章』 使用教材

１学期



中学１年 教科／科目 時間数 2

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

A2 B2 C2:Critical

歌詞の内容や情景を
理解している

楽譜に記された音楽記
号と曲想のつながりを
理解している

楽曲の美しさを味わい
ながら歌唱することが
できる

A1 B1 C1:Logical
・曲を覚える
・楽曲の基本事項を理解し
ている
・歌唱の際の正しい姿勢、
美しい発声を理解してい
る

・楽譜に記された音楽記号
の意味を理解し、演奏に生
かすことができる
・美しい発声で演奏するこ
とができる

歌詞の内容を理解し、
情景を思い浮かべな
がら歌唱することがで
きる

基礎 応用 思考力

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 音楽

歌唱「浜辺の歌」 使用教材

２学期

・日本歌曲の美しさに触れよう
・歌詞や旋律、伴奏から情景を想像して歌おう 教育芸術社　中学生の音楽１

評価規準 単元内容

１．楽曲の基本事項
　作詞者 林古渓／作曲者 成田為三
　８分の６拍子、強弱記号、リタルダンド
２．楽曲の特徴
◎浜辺の情景が描かれた歌詞とその様子を表すような旋律や伴奏が特徴的である
◎８分の６拍子で作られた旋律の特徴や強弱の変化を生かし、表現を工夫しやすい

課題予定
・音楽のハーモニー（副教材）

〈留意点・評価〉

・音楽のハーモニー（副教材）への取り組み



中学１年 教科／科目 時間数 2

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative
この曲が音楽史にもたらし
た影響を理解している

他者の意見を参考により
深く考察し、自身の考えを
確立し考えを表現すること
ができる

A2 B2 C2:Critical
より細かい情景描写のた
めに、さまざまな作曲の工
夫がなされていることを理
解している

他者と議論し、多角的な視
点で自分の考えを深める
ことができる

A1 B1 C1:Logical

・作曲家と時代、リート
について理解する。
・楽曲の構成を理解す
る

歌詞の内容による登場
人物の状況変化を理
解している。

音楽を深く聴き取ろうと試
行錯誤することに喜びを感
じ、主体的に取り組むこと
ができる

基礎 応用 思考力

課題予定
・音楽のハーモニー（副教材）
・ワークシートの記入（授業内）

〈留意点・評価〉

・音楽のハーモニー・ワークシートへの取り組み

・曲想と音楽の特徴との関わりを感じ取って聴こう 教育芸術社　中学生の音楽１

評価規準 単元内容

１．作曲者　F.P.シューベルト（1797-1828 ロマン派時代）
２．楽曲について
◎詩に登場する語り手、父、子、魔王を一人の歌手が歌いあげるドイツ歌曲
◎詩の内容や音楽の特徴から、場面の様子を想像することができる
◎それぞれの登場人物の旋律の雰囲気や歌い方の違いに注目しながら鑑賞する

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 音楽

２学期

　鑑賞　『魔王』 使用教材



中学１年 教科／科目 時間数 2

時期

単元名

単元の
概要

A3 B3 C3：Creative

音楽を奏でる喜びや、
グループで合わせる喜
びを実感することがで
きる

A2 B2 C2:Critical
・美しい音が出る適切な息
の強さを把握している
・スタッカートやレガートな
どの奏法記号を理解して
いる

楽譜に忠実に演奏する
ことができる

表現を工夫し、美しい
音で曲を演奏すること
ができる

A1 B1 C1:Logical

・正しい姿勢で吹くこと
ができる
・タンギングを理解して
いる

低音やサミングでも美
しい音を出すことがで
きる

スムーズに曲を演奏す
ることができる

基礎 応用 思考力

令和８年度　サレジアン国際学園中学校

学年／コース 音楽

アルトリコーダー 使用教材

通年

〈留意点・評価〉

・適宜実技試験を行い、表現や演奏技術を評価する

・アルトリコーダーの演奏方法を習得する
・アルトリコーダーの表現について考える 中学生の音楽　器楽

評価規準 単元内容

・アルトリコーダーを吹く際の正しい姿勢や息の入れ方を習得する
・基本的な各音の運指を覚える
・音を出すこと自体は容易な楽器であるため、より良い音を追求する
・音楽を奏でる喜びや、グループで合わせる楽しさに気づく

課題予定
・適宜課題曲を設定し、授業内で練習を行う


